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は

じ
め

に 霧
島
神
宮
ス
ギ
御
神
木
と
英
彦
山
神
宮
に
残
る
ス
ギ
古
木
群
の

由
来
か
ら
み
た
ス
ギ
植
栽
に
対
す
る
思
想
の
相
違

長
野(-
九
九
二）
は 、

山
岳
信
仰
に
基
づ
く
聖
域 、

霊
山
に
原
環
境
が
護
持
さ

れ
た
実
態
を 、

大
峰
山
系 、

英
彦
山
周
辺
お
よ
び
飯
豊
・

吾
妻
山
麓
の
実
例
と
と

(

1
)
 

も
に
明
ら
か
に
し
た 。

こ
れ
ら
霊
山
に
は 、

経
済
目
的
を
超
越
し
た
植
林（
献
木）

に
よ
る
巨
樹
林
を
育
て
た
例
が
明
治
維
新
以
前
に
は
数
多
く

存
在
し 、

そ
の
中
心

に
は 、

自
然
の
厳
し
い
環
境
で
修
行
し
た
修
験
が
位
置
す
る
と
し
た 。

現
在
の
日

本
各
地
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
豊
か
な
森
林
の
維
持
に
は 、

修
験
が
志
し
た
自
然

護
持
の
思
想
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る 、

と
も
し
て
い
る 。

自
然
護
持
の

思
想
の
中
で 、

も
と
も
と
あ
る
天
然
林
を
保
護
す
る
こ
と
自
体
は 、

不
伐
ま
た
は

最
低
限
の
伐
採
以
外
を
禁
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
概
ね
達
成
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る 。

一

方 、

植
栽
・

植
林
す
る
際
に
は 、

誰
が
植
林
し
た
か 、

伝
説
・

伝
承
と
し
て
伝

わ
る
例
は
あ
る
も
の
の 、

ど
の
よ
う
な
思
想
を
中
心
軸
に
置
い
た
上
で 、

ど
の
よ

う
な
苗
木
を
選
択
し 、

植
林
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い 。

も
っ
と
も

妥
当
な
の
は 、

聖
域
内
に
芽
吹
く
実
生
苗
を
山
取
り
す
る
こ
と
で
あ
る 。

聖
域
内

に
残
さ
れ
た
巨
木
周
囲
の
実
生
で
あ
れ
ば 、

そ
の
実
生
は
巨
木
由
来
と
考
え
る
こ

と
は
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
り 、

自
然
護
持
の
思
想
と
も
合
致
す
る
と
推
測
さ
れ

る 。

そ
れ
以
外
に
も 、

何
か
謂
れ
の
あ
る
個
体
を
母
体
と
し
て
い
ず
れ
か
よ
り
持

ち
運
び 、

植
林
に
利
用
さ
れ
た
事
例
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
？

九
州
地
域
は 、

ス
ギ
素
材
生
産
量
日
本一
を
誇
る
宮
崎
県
を
は
じ
め
と
し
て 、

(

2
)
 

大
分
県
・

熊
本
県
・

鹿
児
島
県
が
ス
ギ
素
材
生
産
量
の
上
位
を
占
め
て
お
り 、

ス

ギ
生
産
の
国
内
に
お
け
る
最
重
要
地
域
と
な
っ
て
い
る 。

九
州
地
域
に
は
ス
ギ
の

巨
木
も
多
く 、

ヤ
ク
ス
ギ
で
著
名
な
屋
久
島
を
は
じ
め
と
し
て 、

巨
木
の
―
つ
の

指
標
と
な
る
国
指
定
天
然
記
念
物
の
ス
ギ
は 、

宮
崎
県
椎
葉
村
の
「
八
村
ス
ギ」 、

熊
本
県
南
小
国
町
の
「
金
毘
羅
ス
ギ」 、

同
県
小
国
町
の
「
阿
弥
陀
ス
ギ」 、

大
分

県
由
布
市
の
「
大
杵
社
の
大
ス
ギ」 、

福
岡
県
添
田
町
の
「
英
彦
山
の
鬼
ス
ギ（
以

下 、

鬼
ス
ギ）
」

お
よ
び
長
崎
県
諫
早
市
の
「
女
夫
木
の
大
ス
ギ」

と
現
在
六
個

(

3
)
 

体
と
な
っ
て
い
る 。

熊
本
県
阿
蘇
市
の
手
野
の
大
杉
は
平
成
三
年
の
台
風
に
よ
っ

て
倒
れ
た
こ
と
に
よ
り 、

国
指
定
天
然
記
念
物
を
解
除
さ
れ
た 。

国
指
定
天
然
記

念
物
以
外
に
も 、

霧
島
神
宮
の
御
神
木
や
市
房
山
ス
ギ 、

行
者
杉
な
ど
の
巨
木
も

渡

辺

敦

史
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念5惑

怜

本研究のみが分析した調査地●
1. 行者杉
2. 英彦山神宮・鬼スギ
3. 大杵社の大スギ
4. 金毘羅スギ・万願寺石塔群付杉群
5. 平川神社
6. 鬼の目山スギ
7. 八村スギ
8. 女夫木の大スギ
本研究と家入(2003)で共通する調査地0
9. 阿弥陀スギ
10. 市房山神宮
11. 霧島神宮
家入(2003)のみが分析した調査地▲し

12. 藤群神社
13. 浅見神社
14. 宮園神社
15. 国造神社
16. 高森阿蘇神社
17. 草部吉見神社
18. 高千穂神社・天岩戸神社
19. 狭野神社
20. 堀之内家墓
21. 蒲生神社
22. 炉宇土山林

図1

巳

本研究および家入 (2003) が調査・分析したスギ古木所在地と天然スギと考えられる鬼の目山の位

置図

筆者らが調査したスギの位置は、 調査地で最も大きな胸高直径を示した個体のGPSデー タに基づ

いてプロットした。 家入 (2003) のみ分析した場所は、 神社の所在地等の緯度・経度に従ってプロ

ットした。

一
、

生
物
進
化
の
中
で
生
物
は
地
域
で
固
有
の
D
N
A
型
を
示

す

九
州
各
地
に
点
在
し 、
い
ず
れ
も
推
定
と
は
な
る
が 、
こ
れ
ら
ス
ギ
巨
木
の
樹
齢

は
六
百
＼

千
三
百
年
と
さ
れ 、

樹
齢
が
正
し
い
と
す
れ
ば
奈
良
＼

鎌
倉
時
代
に
は

し
か
し 、

九
州
地
域
に
は
ス
ギ
天
然
林
は
存
在
し
な
い
と
す
る
説
が
長
い
間
定

説
と
な
っ
て
い
る 。
そ
の
説
に
従
え
ば 、
こ
れ
ら
の
ス
ギ
巨
木
は 、

九
州
以
外
の

地 、

例
え
ば 、

本
州
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
ス
ギ
を
起
源
と
す
る
こ
と
と
な
る 。

方
で 、

九
州
ス
ギ
は
氷
河
期
を
生
き
残
っ
た
ス
ギ
を
起
源
と
す
る
の
で
は
な
い
か

と
す
る
意
見
も
提
出
さ
れ
て
い
る 。

本
稿
で
は 、

九
州
ス
ギ
の
起
源
の
解
明
を
試

み
る
中
で 、

霧
島
神
宮
や
英
彦
山
神
宮
の
ス
ギ
古
木
の
由
来
が
九
州
に
お
け
る
山

岳
修
験
と
密
接
に
関
わ
る
可
能
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け 、

両
神
宮
に

お
け
る
ス
ギ
植
栽
に
対
す
る
思
想
の
違
い
に
つ
い
て
論
じ
た 。
な
お 、

図
ー
に
は 、

国
指
定
天
然
記
念
物
を
含
め
本
稿
で
著
者
ら
が
分
析
し
た
ス
ギ
の
位
置
図
を
示
し

(

4
)
 

こ

。

t
ス
ギ(
Crypto
meria
japonica)
は 、

青
森
県
鯵
ヶ
沢
か
ら
鹿
児
島
県
屋
久
島

ま
で
分
布
す
る
と
さ
れ
る 。
Ki
mura
ら（
二
0
一
四）
は 、

日
本
各
地
の
ス
ギ
天

然
林
三
十
七
ヶ

所
の
D
N
A
分
析
を
行
い 、

日
本
海
側 、

太
平
洋
側
お
よ
び
屋
久

島
の
各
地
域
の
ス
ギ
に
は
D
N
A
型（
遺
伝
構
造）
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

(

5
)
 

に
し
た 。
D
N
A
型
の
違
い
は 、

氷
河
期
な
ど
の
気
候
変
動
に
伴
い
日
本
各
地
で

ス
ギ
の
分
布
の
拡
大
ま
た
は
縮
小
が
生
じ
た
結
果 、

生
み
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

こ
れ
ら
個
体
は
存
在
し
た
こ
と
と
な
る 。
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Ki
m
ura
ら
（
二
0
一

四）
は、

屋
久
島
を
除
く
九
州
本
土
の
ス
ギ
を
分
析
対
象

と
し
な
か
っ
た。

こ
れ
は、

最
終
氷
期
の
間
に
九
州
本
土
の
ス
ギ
は
気
候
変
動
の

(
9)
 

影
響
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り、

九
州
本
土
に
残
る
古
い
ス
ギ
林

二
、

九
州
の
ス
ギ
は
本
州
か
ら
の
人
為
植
栽
な
の
か
？

て
い
る。

氷
河
期
な
ど
気
候
変
動
や
地
殻
活
動
に
伴
う
地
理
的
変
化
に
よ
る
分
布

の
拡
大
ま
た
は
縮
小
が
繰
り
返
さ
れ
る
中
で、

地
域
間
の
D
N
A
型
に
違
い
が
生

み
出
さ
れ
る
現
象
は
生
物
進
化
の
過
程
で
一

般
的
に
認
め
ら
れ、

生
物
多
様
性
を

生
み
出
す
主
要
な
原
動
力
の
一
っ
と
さ
れ
る。
I
waizu
mi
ら
（
二
0
一

八）
は、

海
岸
沿
い
の
全
国
ク
ロ
マ
ツ
林
四
十
九
ヶ
所
を
対
象
と
し
て
同
様
の
D
N
A
分
析

(

6
)
 

を
行
な
っ
た。

こ
の
論
文
が
Ki
m
ura
ら（
二
0
一

四）
と
異
な
る
の
は、

日
本
各

地
の
海
岸
ク
ロ
マ
ツ
林
は
防
風
や
防
砂
を
目
的
と
し
て
江
戸
時
代
に
各
蒲
が
植
林

し
た
結
果
成
立
し
た
と
さ
れ
て
お
り、

実
際、

ク
ロ
マ
ツ
植
林
に
つ
い
て
の
記
録

(

7
)
 

は
多
く
残
さ
れ
て
い
る。

そ
の
た
め、

天
然
林
で
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
結
果
を
ク

ス
ギ
天
然
林
と
同

ロ
マ
ツ
で
は
得
ら
れ
な
い
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た。

し
か
し、

唆
さ
れ
た。

様
に
ほ
と
ん
ど
の
ク
ロ
マ
ツ
林
は
分
布
の
拡
大
や
縮
小
の
結
果
と
考
え
ら
れ
る、

各
地
固
有
と
考
え
ら
れ
る
D
N
A
型
を
維
持
し
た
形
で
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
示

一

方、

庄
内
地
方
や
下
北
半
島
で
は、

別
の
地
域
か
ら
苗
木
が
持
ち

込
ま
れ
て
成
立
し
た
ク
ロ
マ
ツ
林
で
あ
る
こ
と
を
示
す
結
果
を
示
し
た。

事
実、

庄
内
地
方
の
ク
ロ
マ
ツ
林
は
能
登
地
方
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
苗
木
を
植
林
し
て
成

(
8)
 

立
し
た
と
す
る
記
録
が
あ
り、

D
N
A
型
も
能
登
地
方
の
ク
ロ
マ
ツ
と
一

致
し
た

こ
と
で
記
録
が
裏
付
け
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る。

は
天
然
林
で
は
な
く
藩
政
時
代
に
植
林
さ
れ
た
人
工
林
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
原
因
と
考
え
ら
れ
る。

過
去
の
植
生
は、

堆
積
し
た
地
層
に
残
さ
れ
た
花
粉
の

種
類
や
量
を
調
査
す
る
花
粉
分
析
に
よ
っ
て
復
元
さ
れ
る。

塚
田(
-

九
八
0)
は、

九
州
本
土
は
お
お
よ
そ
千
五
百
年
前
ご
ろ
ま
で
ス
ギ
の
花
粉
が
ほ
と
ん
ど
検
出
さ

れ
な
い
こ
と
か
ら、

最
終
氷
期
に
は
屋
久
島
を
除
く
九
州
地
域
で
ス
ギ
が
消
滅
し

た
と
し、

さ
ら
に
千
五
百
年
前
ご
ろ
か
ら
急
速
に
ス
ギ
花
粉
が
見
つ
か
る
こ
と
を

受
け、

こ
れ
は
本
州
か
ら
ス
ギ
が
人
間
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ、

植
林
さ
れ
た
結

果
で
は
な
い
か、

と
し
た。

こ
の
説
は、

九
州
本
土
に
ス
ギ
天
然
林
が
存
在
し
な

い
と
す
る
根
拠
と
し
て
長
い
間
支
持
さ
れ
て
い
る。

塚
田(
-

九
八
0)
の
九
州
ス

ギ
人
為
植
栽
説
に
従
え
ば、

前
述
の
九
州
に
残
る
ス
ギ
巨
木
は
本
州
の
い
ず
れ
か

よ
り
持
ち
込
ま
れ
た
最
初
期
の
ス
ギ、

も
し
く
は
持
ち
込
ま
れ
た
ス
ギ
の
直
接
的

な
血
縁
関
係
に
あ
る
個
体
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る。

こ
の
場
合、

Ki
m
ura
ら

（
二
0
一

四）
や
I
waizu
mi
ら（
二
0
一

八）
で
報
告
さ
れ
た
D
N
A
分
析
に
よ
っ

一

方
で、

宮

て
ど
の
地
域
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
か、

判
明
す
る
可
能
性
が
あ
る。

島(
-

九
八
九）
は、

九
州
各
地
に
点
在
す
る
ス
ギ
の
老
大
木（
お
お
よ
そ
五
百
年

生
以
上）
の
大
部
分
は
特
定
の
ク
ロ
ー
ン
（
品
種）
の
さ
し
木
に
よ
っ
て
成
立
し
て

い
る
と
し、

仮
に
九
州
ス
ギ
人
為
植
栽
説
が
正
し
い
と
す
れ
ば
そ
の
由
来
は
山
陰

(
10)
 

地
方
か
？
と
推
測
し
た。

三、

さ
し
木
と
九
州
地
域
の
さ
し
木
林
業

さ
し
木
は、

樹
木
の
枝
の
一

部
を
切
り
取
り、

土
な
ど
に
挿
す
こ
と
で
新
た
な

個
体
を
得
る
手
法
で
あ
る。

さ
し
木
は
樹
木
の
枝
の
一

部
を
切
り
取
る
こ
と
か
ら、
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元
の
個
体
と
同
じ
D
N
A
を
持
つ
。

さ
し
木
の
利
点
は、

枝
を
切
り
取
る
元
の
個

体
が
成
長
な
ど
に
優
れ
て
い
る
場
合
や
何
ら
か
の
重
要
性
を
持
つ
場
合
に
同
じ
D

N
A
を
も
っ
た、

い
わ
ゆ
る
ク
ロ
ー
ン
個
体
を
作
り
出
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

さ
し

木
に
よ
っ
て
優
れ
た
個
体
や
重
要
な
個
体
か
ら
コ
ピ
ー
を
作
り
出
せ
る
技
術
は
現

在
で
も
産
業
上
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

飛
田
（
一

九
九
八）
は
万
葉
集
に
「
小
山
田

の
池
の
堤
に
さ
す
柳
成
り
も
成
ら
ず
も
汝
と
二
人
は
も」

U

二
四
九
二〕
や
「
刺
し

柳
根
張
り
梓
を
大
御
手
に
取
ら
し
た
ま
ひ
て
」
[
三
三
二
四]
と
あ
る
こ
と
か
らヽ

こ
の
歌
が
読
ま
れ
た
時
代
に
ヤ
ナ
ギ
の
さ
し
木
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
と
指
摘
し

(

11
)
 

た
。

河
原(
-

九
九
三）
は、

明
月
記、

沙
石
集、

今
著
聞
集
に、

橘
・

八
重
桜
・

ッ
ツ
ジ
・

ナ
ツ
メ
の
さ
し
木
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
を
示
し、

平
安
・

鎌
倉

(

12
)
 

時
代
に
は
庭
園
造
成
に
さ
し
木
が
利
用
さ
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
。

さ
し
木
は
挿
し
つ
け
た
後
に
枝
か
ら
新
た
な
根
が
発
生
（
発
根）
し
な
い
場
合
に

は
苗
木
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

樹
木
の
中
に
は
発
根
が
容
易
な
樹
種、

困
難
な
樹

種
の
存
在
が
知
ら
れ
て
お
り、

ス
ギ
は
樹
木
の
中
で
は
比
較
的
容
易
で
あ
り、

ヒ

ノ
キ
は
や
や
難
し
い
と
す
る
の
が
一

般
的
で
あ
る
。

佐
藤(
-

九
三
0)
は、

ス
ギ

(

13
)
 

さ
し
木
に
関
す
る
伝
説
・

伝
承
を
網
羅
し
た
。

例
え
ば、

滋
賀
県
多
賀
神
社
の
御

神
木
は
天
照
大
神
（
伊
排
諾
大
神
と
す
る
説
も
あ
る
。）
が
捨
て
た
箸
を
起
源
と
し

て
い
る、

と
し
た
。

ス
ギ
の
箸
を
挿
し
た
こ
と
に
よ
る
起
源
に
は
他
に
も
聖
人
・

白
比
丘
尼
・

源
義
経
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

ス
ギ
の
杖
を
挿
し
た
こ
と
を
起
源
と

す
る
伝
承
は
さ
ら
に
多
い
と
し、

こ
れ
ら
伝
承
に
関
与
し
た
人
物
と
し
て
神
武
天

皇
や
日
本
武
尊、

村
上
天
皇、

行
基、

明
遍
上
人、

梶
原
景
時
な
ど
の
名
前
を
列

挙
し
て
い
る。

福
岡
県
英
彦
山
の
事
例
は
特
異
で
あ
り、

こ
の
辺
り
を
住
処
と
し

た
鬼
が
同
地
を
立
ち
去
る
際
に
ス
ギ
を
挿
し
つ
け
た
と
す
る
鬼
ス
ギ
の
伝
説
を
紹

介
し
て
い
る
。

そ
の
他、

神
功
皇
后
の
新
羅
出
兵
後
に
三
種（
剣
・

鉾
・

鐵
杖）
の

神
器
を
埋
め
た
後
に
挿
し
付
け
ら
れ
た
福
岡
県
香
椎
神
宮
の
樹
齢
千
八
百
年
と
も

さ
れ
る
綾
杉
の
事
例
は
鎮
護
国
家
の
事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の

ほ
と
ん
ど
は
伝
説
·

伝
承
の
類
で
あ
り、

そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い

も
の
の、

ス
ギ
が
さ
し
木
で
き
る
こ
と
自
体
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と、

そ
の

よ
う
な
伝
承
が
で
き
る
ほ
ど、

過
去
に
お
い
て
も
各
地
の
ス
ギ
巨
木
自
体
が
稀
少

で、

何
ら
か
の
神
聖
性
・

神
秘
性
を
帯
び
て
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

松
村
(
-

九
六
六）
は、

ス
ギ
の
さ
し
木
に
関
す
る
文
献
上
最
古
の
記
録
は
熊
本

県
人
吉
の
も
の
と
し、
一

五
七
0
年
＼
一

六
四
0
年
代
ま
で
に
は、

ス
ギ
さ
し
木

が
薩
摩
大
口、

姶
良、

蒲
生、

日
向
飲
肥、

豊
後
日
田、

肥
後
葦
北
・

水
俣
な
ど

(

14
)
 

で
行
わ
れ
た
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に、

同
時
期
に
伊
予
に
お
け
る
さ
し
木
に
関
す

る
記
述
が
あ
る
こ
と
や
一

六
―
一

年
に
幕
府
が
さ
し
木
に
関
す
る
法
令
を
出
し
て

い
る
こ
と
か
ら
も、

こ
の
時
代
に
は
広
く
さ
し
木
の
一

般
的
知
識
が
普
及
し
て
い

た
と
述
べ
て
い
る
。

樹
木
の
植
林
自
体
は、

万
葉
集
に
「
古
の
人
の
植
ゑ
け
む
杉

が
枝
に
霞
た
な
び
く
春
は
来
ぬ
ら
し
」
[
-

八
一

四]
と
詠
ま
れ
て
お
り、

こ
の
歌

が
柿
本
人
麻
呂
の
歌
集
に
含
ま
れ
る
と
す
る
注
釈
に
基
づ
い
て
八
世
紀
初
頭
以
前

の
作
と
し、

飛
鳥
時
代
ま
た
は
そ
れ
以
前
に
は
そ
の
知
識
が
存
在
し
た
と
し
て
い

(

15
)
 

る。

さ
し
木
に
よ
る
ス
ギ
の
植
栽
は、
一

七
0
0
＼
一

八
0
0
年
代
に
は
全
国
各

地
広
が
っ
た
よ
う
で
あ
る
が、

現
在
で
も、

さ
し
木
を
中
心
と
し
た
ス
ギ
林
業
が

行
わ
れ
て
い
る
地
域
は
九
州
の
み
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く、

九
州
地
域
は
林
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一

五
0
0
年
前
頃
ま
で
優
占
す
る
こ
と
は
な
い
も
の
の、

少
な
く
と
も

四、

鬼
の
目
山
の
ス
ギ
と
九
州
ス
ギ
遺
存
説

塚
田
(
-

九
八
0)
の
人
為
植
栽
説
の
数
年
後、

鬼
の
目
山
（
宮
崎
県
延
岡
市

標
高
一
、

四
九
―

m
、

図
1)
の
南
西
斜
面
に
ス
ギ
個
体
群
が
発
見
さ
れ、

発
見

者
の
河
野(
-

九
八
五）
は、

発
見
さ
れ
た
ス
ギ
個
体
群
を
天
然
性
ス
ギ
と
し
て
紹

(
16)
 

介
し
た。

そ
の
後、

宮
崎
大
学
を
中
心
と
し
た
学
術
調
査
が
行
わ
れ、

調
査
結
果

を
ま
と
め
た
中
尾
ら
(
-

九
八
六）
は、

鬼
の
目
山
ス
ギ
個
体
群
自
生
地
周
辺
の
生

態
調
査
・

花
粉
分
析
・

地
域
住
民
へ
の
聞
き
取
り
・

古
文
書
調
査
な
ど、

調
査
結

果
を
総
合
し
た
上
で
鬼
の
目
山
の
ス
ギ
個
体
群
は
天
然
性
の
可
能
性
が
高
い
の
で

(

17
)
 

は
な
い
か、

と
結
論
づ
け
た。

花
粉
分
析
に
基
づ
い
て
塚
田
(
-

九
八
0)
が
提
唱
し
た
九
州
ス
ギ
人
為
植
栽
説

に
対
し、

最
終
氷
期
以
降、

消
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
る
九
州
ス
ギ
が
実
は
細
々
と

生
き
残
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
反
証
も
ま
た、

花
粉
分
析
か
ら
示
さ
れ

た。

鬼
の
目
山
で
も
花
粉
分
析
が
行
わ
れ、

ス
ギ
花
粉
は
ア
カ
ホ
ヤ
と
認
め
ら
れ

る
土
壌
中
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
同
地
に
は
約
六
五
0
0
年
前
以
前
よ
り
ス
ギ

(
18)
 

が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
報
告
さ
れ
て
い
た。

ア
カ
ホ
ヤ
は、

お
お
よ
そ
七
三

0
0
年
前
に
発
生
し
た
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
噴
火
か
ら
の
噴
出
物
の
堆
積
に
よ
っ
て
形

(
19)
 

成
さ
れ、

鬼
界
ー
ア
カ
ホ
ヤ
(
K
ー

A
h)
は
花
粉
分
析
に
お
い
て
年
代
を
特
定
す
る

重
要
な
層
と
な
っ
て
い
る。

大
井
ら
（
二
0
0
九）
は、

大
分
県
九
重
町
千
町
無
田

の
花
粉
分
析
を
行
っ
た
結
果、

K|
A
h
降
下
頃
に
は
九
州
中
部
に
ス
ギ
が
存
在
し

て
お
り、

業
地
帯
と
し
て
特
異
な
場
所
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る。

五、

D
N
A
分
析
に
よ
る
九
州
ス
ギ
古
木
の
さ
し
木
に
よ
る
植

栽
の
証
拠

同
地
周
辺
で
は
ス
ギ
は
消
滅
せ
ず
連
続
し
て
分
布
す
る
こ
と
を
報
告
し、

こ
の
結

果
に
基
づ
い
て、

調
査
地
周
辺
で
は
人
為
に
よ
る
ス
ギ
の
植
栽
に
つ
い
て
考
え
に

(
20)
 

く
い
と
論
じ
た。

こ
の
報
告
以
外
に
も、

最
終
氷
期
以
降（
一

万
二
千
年
前）
＼
一

五
0
0
年
前
の
間
に
九
州
地
域
で
ス
ギ
の
花
粉
が
見
つ
か
る
報
告
が
複
数
あ
る
こ

と
を
著
者
は
明
ら
か
に
し
て
い
る
が、

こ
こ
で
は
そ
の
詳
細
は
割
愛
す
る。

九
州
地
域
は、

過
去
よ
り
ス
ギ
の
さ
し
木
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
経
緯
も
あ
り、

多
数
の
ス
ギ
さ
し
木
品
種
が
各
地
で
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る。

こ

の
ス
ギ
さ
し
木
品
種
は
地
域
固
有
の
品
種
を
指
す
用
語
で
あ
る
在
来
品
種
と
呼
ば

れ
る
こ
と
が
一

般
的
で
あ
る。

九
州
の
さ
し
木
品
種
も
含
め、

全
国
各
地
に
ス
ギ

の
在
来
品
種
が
存
在
す
る
も
の
の、

品
種
数
は
九
州
地
域
が
他
地
域
を
圧
倒
す
る。

し
か
し、

九
州
ス
ギ
在
来
品
種
は
同
じ
品
種
名
の
在
来
品
種
が
実
は
(
D
N
A
が）

異
な
っ
て
い
る
異
種
同
名
や
異
な
る
品
種
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
実
は
同
じ
品

種
と
す
る
同
種
異
名
が
混
在
し
て
お
り、

宮
島(
-

九
八
九）
は、

こ
れ
ら
多
数
の

九
州
の
在
来
品
種
を
系
統
的
に
整
理
す
る
た
め、

在
来
品
種
を
ま
ず
江
戸
時
代
以

前
•

以
降
に、

さ
ら
に
九
州
本
土
起
源
と
九
州
本
土
以
外
か
ら
移
入
し
た
在
来
品

種
に
分
類
し
た。

こ
の
う
ち、

江
戸
時
代
以
前
の
古
い
時
期
に
成
立
し
た
九
州
本

土
起
源
の
在
来
品
種
と
し
て
メ
ア
サ
・

ホ
ン
ス
ギ
・

ア
ヤ
ス
ギ
・

ヤ
ブ
ク
グ
リ
の

四
品
種
を
挙
げ
て
い
る。

外
部
的
な
特
徴
の
み
で
ク
ロ
ー
ン
で
あ
る
さ
し
木
を
見
分
け
る
こ
と
は
難
し
い
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ま
た
は
科
学
的
に
は
危
険
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

家
入
（
二
0
0
三）
は、

九
州
各
地

に
植
栽
さ
れ
た
メ
ア
サ
を
対
象
と
し
て
当
時
の
D
N
A
分
析
を
利
用
し
て
検
証
を

(

21
)
 

試
み
た
。

こ
の
論
文
で
は、

メ
ア
サ
は
分
布
す
る
地
域
に
よ
り、

ア
オ
ス
ギ
・

サ

ツ
マ
メ
ア
サ
・

ヒ
ゴ
メ
ア
サ
・

ア
マ
ク
サ
メ
ア
サ
・

ク
サ
ス
ギ
な
ど
と
呼
ば
れ、

異
名
同
種
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の、

樹
皮
や
葉
の
外
部
形
態
な
ど
の
観
点
か
ら、

そ
の
分
類
に
つ
い
て
は
諸
説
が
入
り
乱
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

家
入

（
二
0
0
三）
が
分
析
の
対
象
と
し
た
メ
ア
サ
は、

阿
弥
陀
ス
ギ
（
八
0
0
年）
を
は

じ
め、

熊
本
県
の
国
造
神
社
（
三
0
0
年）
・

高
森
阿
蘇
神
社
（
四
七
0
年）
・

草
部

吉
見
神
社
（
八
0
0
年）
、

市
房
山
神
社
（
五
0
0
年）
．

炉
宇
土
山
林
（
四
0
0
年）
、

大
分
県
の
藤
群
神
社
（
四
0
0
年）
•

宮
園
神
社
（
三
五
0
年）
、

朝
見
神
社
（
三
五

0
年）
、

宮
崎
県
の
天
岩
戸
神
社
（
三
0
0
年）
・

高
千
穂
神
社
（
四
0
0
＼
八
0
0

年）
・

狭
野
神
社
（
四
0
0
年）
、

鹿
児
島
県
蒲
生
神
社
（
三
0
0
年）
・

霧
島
神
宮

（
三
0
0
＼
七
五
0
年）
・

堀
之
内
家
墓
（
四
0
0
年）
な
ど
樹
齢
が
一

0
0
＼
八
〇

0
年
の
老
大
木
で
あ
る
（
図
1、

カ
ッ
コ
内
は
推
定
樹
齢
を
示
す）
。

家
入
（
二
〇

0
三）
の
D
N
A
分
析
の
結
果、

朝
見
神
社
を
除
く、

全
て
の
老
大
木
が
同
一

の

D
N
A
型
を
示
し、

す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
老
大
木
は
さ
し
木
に
よ
っ
て
植
栽
さ
れ

家
入
（
二
0
0
三）
は、

D
N
A
分
析
に
よ
っ
て
メ
ア
サ
が
古
来
よ
り
各
地
で
さ

し
木
に
よ
っ
て
植
栽
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
し
た
。

宮
島
(
-

九
八
九）
は、

肥
後
・

薩
摩
両
藩
を
中
心
に
江
戸
時
代
に
メ
ア
サ
の
植
林
地
が
広
が
っ
た
と
し、

さ
ら
に、

六、

霧
島
神
宮
と
メ
ア
サ

た
メ
ア
サ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

メ
ア
サ
の
起
源
に
つ
い
て、

そ
の
老
大
木
が
神
宮
・

神
社
な
ど
に
点
在
す
る
こ
と

を
背
景
に、

そ
の
起
源
を
本
州
中
部
の
立
山
に
求
め
る
説
を
否
定
し、

九
州
に
遺

存
し
た
天
然
ス
ギ
が
母
体
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る。

霧
島
神
宮
の
御
神
木
は
メ
ア
サ
の
起
源
と
さ
れ
る。

大
分
・

熊
本
・

宮
崎
・

鹿

児
島
の
そ
れ
ぞ
れ
由
緒
あ
る
地
に
さ
し
木
で
メ
ア
サ
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
こ
と、

各
地
の
推
定
樹
齢
を
考
慮
す
る
と、

江
戸
時
代
初
期
ま
た
は
そ
れ
以
前
に
メ
ア
サ

に
は
木
材
や
成
長
な
ど
林
業
的
な
特
性
以
外
に
何
ら
か
の
宗
教
的
付
加
価
値
が
存

在
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

霧
島
神
宮
は
噴
火
な
ど
の
影
響
も
あ
り、

八
四
年
に
現
在
の
地
に
再
建
さ
れ
た
と
さ
れ
て
お
り、

霧
島
神
宮
の
御
神
木
の
推

定
樹
齢
を
家
入
（
二
0
0
三）
は
三
0
0
＼
七
五
0
年
と
し、

公
式
に
は
八
0
0
年

と
さ
れ、

推
定
樹
齢
の
最
大
値
に
従
え
ば
再
建
以
前
に
す
で
に
同
地
に
御
神
木
が

存
在
し
た
こ
と
と
な
る
。

推
定
樹
齢
は
胸
付
近
の
幹
の
太
さ、

す
な
わ
ち
胸
高
直
径
を
基
準
と
し
て
そ
の

成
長
量
か
ら
推
定
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る。

図
2
は、

屋
久
島
も
含
め、

九
州
各
地
の
古
木
に
お
け
る
胸
高
直
径
と
推
定
樹
齢
の
関
係
を
図
示
し
た
も
の
で

あ
る。

グ
ラ
フ
中
の
直
線
は、

胸
高
直
径
と
推
定
樹
齢
が
比
例
関
係
に
あ
る
場
合

に
は、

胸
高
直
径
か
ら
樹
齢
を
推
定
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る。

九
州
に
お
け
る

最
大
の
胸
高
直
径
は
縄
文
杉
で、

胸
高
直
径
は
五
m
を
超
え、

樹
齢
は
三
0
0
0

年
と
さ
れ
る。

霧
島
神
宮
の
御
神
木
の
胸
高
直
径
は
二
五一―-
cm
で
あ
り、

グ
ラ
フ

に
従
え
ば
八
0
0
年
と
す
る
推
定
樹
齢
は
荒
唐
無
稽
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
。

し

か
し、

樹
木
の
成
長
は
そ
の
木
が
存
在
す
る
場
所
の
気
候、

土
壌
養
分
・

水
分
に

も
影
響
を
受
け
る
こ
と
か
ら、

科
学
的
な
信
頼
性
は
高
い
も
の
で
は
な
く、

あ
く

一

四
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胸高直径(cm)

胸高直径（横軸）および公称されている推定樹齢（縦軸）の関係直線は、 胸高直径と推定樹齢が比

例関係にある場合の関係性を示す。

ま
で
も
ク

お
お
よ
そク
と
す
る
他
な
い 。
実
際 、
九
州
ス
ギ
古
木
の
胸
高
直
径
か

ら
推
定
さ
れ
る
樹
齢
が
直
線
関
係
に
従
わ
な
い
例
は
八
村
ス
ギ
や
金
毘
羅
ス
ギ
に

見
る
こ
と
が
で
き
る 。
た
だ
し 、
本
稿
で
は
推
定
樹
齢
に
基
づ
い
て
議
論
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た 。

霧
島
神
宮
の
御
神
木
に
つ
い
て
は 、
い
く
つ
か
の
不
明
点
が
存
在
す
る 。）

目
は 、
す
で
に
述
べ
た
霧
島
神
宮
再
建
時
に
こ
の
地
に
す
で
に
御
神
本
は
存
在
し

て
い
た
の
か
？
と
い
う
点
で
あ
る 。
――
つ
目
は 、
御
神
木
の
メ
ア
サ
は
さ
し
木
で

あ
る
の
か
？
と
い
う
点
で
あ
る 。
一二
つ
目
は 、
阿
弥
陀
ス
ギ
を
含
め
た
他
の
メ
ア

サ
古
木
と
の
関
係
で
あ
る 。
こ
れ
ら
三
つ
の
不
明
点
は
独
立
す
る
の
で
は
な
く 、

い
ず
れ
も
密
接
な
関
係
に
あ
る 。
も
と
も
と
御
神
木
が
存
在
し 、
霧
島
神
宮
再
建

時
に
同
地
が
選
定
さ
れ
た
場
合
に
は 、
同
地
に
は
何
ら
か
の
謂
れ
が
あ
る
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
が 、
再
建
時
に
こ
の
地
が
選
定
さ
れ
た
理
由
は
島
津
氏
が
同
地
に

(

22
)

 

霧
島
神
宮
を
再
建
し
た
と
す
る
事
実
以
外
に
詳
ら
か
で
は
な
い 。
仮
に 、
御
神
木

の
推
定
樹
齢
が
や
や
古
く
見
積
も
ら
れ
て
お
り 、
実
際
に
は
霧
島
神
宮
が
再
建
さ

れ
た
の
と
同
時
に
メ
ア
サ
も
植
栽
さ
れ 、
こ
れ
が
御
神
木
と
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば 、

御
神
木
は
さ
し
木
で
あ
り 、
さ
し
木
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
そ
の
母
休
が
存
在
す

る
は
ず
で
あ
る 。
家
入(―1
0
01―-)
が
八
0
0
年
と
し 、
公
称
で
は一――1
0
0
年

と
推
定
さ
れ
て
い
る
阿
弥
陀
ス
ギ
は
そ
の
母
体
候
補
で
あ
る 。
阿
弥
陀
ス
ギ
は
阿

蘇
か
ら
日
田
に
向
か
う
道
沿
い
に
孤
立
し
て
存
在
す
る 。
一
四
九一
年
に
日
田
宮

(

23
)

（

24
)

 

園
の
梅
野
神
社
に
お
い
て
ス
ギ
が
植
栽
さ
れ
た
記
録
が
あ
る 。
し
か
し 、
佐
藤·

宮
島(-
九
五
五）
は 、
梅
野
神
社
の
ス
ギ
植
栽
に
関
し
て
さ
し
木
と
明
示
し
て
お

ら
ず 、
日
田
地
方
で
さ
し
木
が
行
わ
れ
た
時
代
の
開
始
を一
七
0
0
年
代
の
享
保

―
っ
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図3 霧島神宮・市房山神宮・十根川神社の詳細図

(

25
)
 

年
間
に
求
め
た
。

日
田
地
域
の
さ
し
木
は、

椎
葉
村
等
日
向
地
方
か
ら
も
た
ら
さ

れ
た
と
し
て
お
り、

家
入
（
二
0
01―-）
が
分
析
し
た
宮
園
神
社
の
ス
ギ
の
推
定
樹

齢
が
三
五
0
年
と
す
る
と、

こ
の
時
期
と
そ
れ
ほ
ど
か
け
離
れ
た
も
の
で
は
な
く、

日
向
地
方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
際
に
宮
園
神
社
で
も
さ
し
木
に
よ
る
ス
ギ
が
植
栽

さ
れ
た
と
推
定
し
て
も
そ
れ
ほ
ど
不
思
議
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
記
録
と
照
ら
し

合
わ
せ
て
も
さ
ら
に
古
い
時
代
か
ら
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
る
阿
弥
陀
ス
ギ
の
存

在
は
謎
と
な
る
。

加
え
て、

霧
島
神
宮
と
い
っ
た
神
聖
な
場
所
に
謂
れ
の
な
い
ス

ギ
を
さ
し
木
で
植
栽
す
る
理
由
は
低
く、

伝
承
が
ほ
と
ん
ど
な
い
阿
弥
陀
ス
ギ
を

さ
し
木
の
母
体
と
す
る
積
極
的
理
由
は
現
段
階
で
は
な
い
。

高
千
穂
神
社
の
御
神

(

26
)
 

木
も
ま
た、

メ
ア
サ
で
あ
る
こ
と
か
ら、

神
聖
性
の
観
点
で
は
母
体
と
し
て
の
基

準
は
満
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の、

推
定
樹
齢
は
霧
島
神
宮
と
高
千
穂

神
社
は
同
程
度
と
さ
れ、

同
時
期
に
植
栽
し
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
と
も
か
く、

高
千
穂
神
社
の
御
神
木
が
霧
島
神
宮
の
御
神
木
の
母
体
と
な
る
理
由
は
存
在
し
な

著
者
ら
は、

九
州
各
地
の
ス
ギ
古
木
を
追
加
し、

改
め
て
D
N
A
分
析
を
行
な

っ
た
。

ま
ず、

御
神
木
以
外
に
霧
島
神
宮
内
の
ス
ギ
の
中
で
胸
高
直
径
が
一

m
を

超
え
る
一

般
的
に
大
木
と
さ
れ
る
個
体（
図
3)
は、

全
て
メ
ア
サ
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。

こ
れ
ら
の
個
体
は
二
0
0
＼
三
0
0
年
程
度
と
推
定
さ
れ、

江
戸
時

代
も
し
く
は
そ
れ
以
降
の
植
栽
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら、

こ
れ
は
御
神
木
が
母

体
と
考
え
て
も
不
思
議
で
な
い
。

宮
崎
県
椎
葉
村
の
十
根
川
神
社
に
は
八
村
ス
ギ

が
あ
り、

そ
の
近
傍
に
ス
ギ
が
二
個
体
存
在
す
る
。

こ
れ
ら
の
ス
ギ
は
胸
高
直
径

い
ず
れ
も
数
百
年
レ
ベ
ル

が
そ
れ
ぞ
れ
一

七
一

Cm

と
一

九
四
cm
と
な
っ
て
お
り、

い
こ
と
に
な
る
。
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図4 金毘羅スギ・満願寺石塔群附杉群の詳細図

の
樹
齢
と
推
定
さ
れ
る 。

こ
れ
ら
二
個
体
は
分
析
の
結
果 、

い
ず
れ
も
メ
ア
サ
で

あ
っ
た 。

八
村
ス
ギ
は 、

椎
葉
村
教
育
委
員
会
に
よ
れ
ば 、

元
久
年
間(
―
二
0

四
ー

―
二
0
六）
に
平
家
討
伐
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
那
須
与一
の
弟 、

那
須
大
八

郎
宗
久
が
植
え
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
と
し
て
い
琴 。

八
村
ス
ギ
は 、

胸
高
直
径

が
四
ニ
―
Cm

で
あ
り 、

九
州
本
土
の
古
木
で
胸
高
直
径
が
四
m
を
超
え
る
二
個
体

の
う
ち
の
一
個
体
で
あ
る 。

し
か
し 、

十
根
川
神
社
は
八
村
ス
ギ
を
さ
し
木
の
母

体
と
し
て
選
択
せ
ず 、

メ
ア
サ
を
さ
し
木
に
よ
っ
て
神
社
内
に
植
栽
し
た 。

市
房

山
神
宮
の
参
道
沿
い
に
は
ス
ギ
の
巨
木
が
約
七
0
個
体
ほ
ど
上
宮
に
続
く
参
道
沿

い
に
並
ぶ 。

こ
の
市
房
山
ス
ギ
の
胸
高
直
径
は
四
〇
＼

二
八
―
Cm

で
あ
り 、

二
m

を
超
え
る
個
体
数
は
一
八
で
あ
っ
た 。

こ
れ
ほ
ど
ま
と
ま
っ
て
ス
ギ
巨
木
が
並
ぶ

場
所
は
屋
久
島
を
除
け
ば
九
州
で
は
市
房
山
と
英
彦
山
の
み
で
あ
る 。

こ
の
参
道

沿
い
の
ス
ギ
の
推
定
樹
齢
は
一
0
0
0
年
と
さ
れ 、

家
入（
二
0
0
三）
は
市
房
山

ス
ギ
三
個
体
を
メ
ア
サ
で
あ
る
と
明
ら
か
に
し
て
い
る 。

我
々
は 、

二
m
を
超
え

る
個
体
を
含
め 、
-
m
以
上
の
大
木
を
三
八
個
体
分
析
し
た
結
果 、

全
て
メ
ア
サ

で
あ
っ
た 。

こ
れ
は
参
道
を
整
備
す
る
際
に
意
図
し
て
メ
ア
サ
を
植
栽
し
た
こ
と

を
意
味
す
る 。

こ
れ
ら
の
事
例
に
加
え 、

金
毘
羅
ス
ギ
の
近
傍
に
あ
る
熊
本
県
南

小
国
町
の
満
願
寺
石
塔
群
附
杉
群
も
分
析
し
た
結
果 、

全
て
メ
ア
サ
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た（
図
4) 。

満
願
寺
は
元
寇
の
お
り ‘
―
二
七
四
年
創
建
と
さ

れ 、

創
建
時
に
こ
れ
ら
ス
ギ
が
植
栽
さ
れ
た
と
す
れ
ば
推
定
さ
れ
る
樹
齢
は
お
お

よ
そ
七
0
0
＼

八
0
0
年
と
な
る 。

実
際 、

七
個
体
あ
る
う
ち 、

調
査
で
き
た
五

個
体
の
ス
ギ
の
胸
高
直
径
は
一
三
二
＼

二
二
七
cm
で
あ
り 、

あ
く
ま
で
も
推
定
で

は
あ
る
も
の
の 、

そ
の
他
の
ス
ギ
の
胸
高
直
径
か
ら
考
え
て 、

推
定
さ
れ
る
樹
齢
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は
妥
当
な
範
囲
に
収
ま
っ
て
い
る。

霧
島
神
宮
の
御
神
木
が
さ
し
木
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
現
段
階
で
科
学
的

に
立
証
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

推
定
樹
齢
を
信
じ
れ
ば、

こ
の
御
神
木
は
一
―

°

0
年
代
後
半
以
降
に
は
同
地
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る。

こ
れ
よ
り
も
樹
齢
が

若
く
推
定
さ
れ
る
各
地
の
神
社
な
ど
の
メ
ア
サ
の
起
源
は、

江
戸
時
代
に
メ
ア
サ

植
林
が
活
発
に
行
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら、

御
神
木
に
全
て
の
起
源
を

求
め
る
蓋
然
性
は
な
い
も
の
の、

そ
の
由
緒
を
考
え
れ
ば、

こ
の
御
神
木
が
起
源

と
考
え
て
も
致
し
方
な
い
。

し
か
し、

推
定
樹
齢
か
ら
ほ
ぼ
同
時
期
に
成
立
し
た

と
考
え
ら
れ
る
市
房
山
ス
ギ
・

満
願
寺
石
塔
群
附
杉
群
お
よ
び
高
千
穂
神
社
御
神

木
な
ど
は、

霧
島
神
宮
御
神
木
を
そ
の
由
来
と
す
る
に
は
推
定
樹
齢
か
ら
考
え
て

疑
問
が
残
る
。

阿
弥
陀
ス
ギ
に
至
っ
て
は、

推
定
樹
齢
か
ら
メ
ア
サ
が
積
極
的
に

植
林
さ
れ
た
以
前
の
時
代
に
は
す
で
に
植
栽
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら、

な
ん
の
伝
承
も
見
当
た
ら
な
い
こ
の
地
に
な
ぜ
メ
ア
サ
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
の

か
？
も
し
く
は
実
は
阿
弥
陀
ス
ギ
が
全
て
の
メ
ア
サ
の
起
源
と
な
る
の
か
？
な
ど

の
不
明
点
は
多
い
。

九
州
に
も
天
然
ス
ギ
が
遺
存
し
て
い
た
と
す
る
九
州
ス
ギ
遺

存
説
に
立
脚
し、

何
ら
か
の
謂
れ
を
も
つ
天
然
の
ス
ギ
巨
木
が
九
州
本
土
に
存
在

し、

こ
れ
ら
が
メ
ア
サ
の
起
源
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
宮
島
（
一

九
八
九）
の
説
が
も
っ
と
も
確
か
ら
し
い
。

そ
し
て、

そ
の
起
源
地
は
阿
蘇
＼
霧

島
山
ま
で
の
範
囲
の
い
ず
れ
か
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る。

七、

御
神
木
の
起
源
を
求
め
て

霧
島
神
宮
の
御
神
木
を
は
じ
め、

鹿
児
島
一

円
・

高
千
穂
・

市
房
・

小
国
・

阿

蘇
お
よ
び
日
田
に
は、

メ
ア
サ
の
痕
跡
が
色
濃
く
残
っ
て
お
り、

こ
れ
ら
の
地
方

に
は
さ
し
木
文
化
が
根
強
く、

植
栽
さ
れ
た
場
所
か
ら
宗
教
的
色
合
い
が
強
く
示

唆
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る。

こ
れ
ら
地
域
は、

霧
島
山
に
始
ま
り、

九
州
山

地
・

阿
蘇
山
・

九
重
山
が
折
り
重
な
っ
て
お
り、

山
岳
修
験
の
影
響
も
含
め
て
そ

の
文
化
圏
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る。

浅
見
神
社
の
ス
ギ
は
唯
一
、

メ
ア

(
28)
 

サ
で
は
な
か
っ
た。

大
分
地
方
全
般
に
ス
ギ
古
木
が
多
い
こ
と
が
環
境
省
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
か
ら
も
窺
え
る
こ
と
に
加
え、

著
者
ら
も
ま
た、

日
田
か
ら
湯
布
院、

別

府
に
か
け
て、

未
調
査
の
古
木
が
同
地
の
神
社
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て

い
る。

中
で
も、

大
杵
社
は
景
行
天
皇
の
時
代
の
創
建
と
言
わ
れ、

大
杵
社
の
大

ス
ギ
の
推
定
樹
齢
は
一

0
0
0
年
以
上
と
さ
れ
る
。

宮
島(
-

九
八
九）
は
こ
の
ス

ギ
を
メ
ア
サ
系
と
し
て
お
り、

D
N
A
分
析
か
ら
大
杵
社
の
大
ス
ギ
が
メ
ア
サ
と

判
定
さ
れ
れ
ば、

メ
ア
サ
の
影
響
に
つ
い
て
さ
ら
に
示
唆
が
得
ら
れ
る
と
考
え
る。

家
入
（
二
0
0
三）
は
そ
の
伝
承
や
外
部
形
態
的
特
徴
か
ら
メ
ア
サ
と
呼
ば
れ
る
老

大
木
の
み
を
分
析
の
対
象
と
し
た。

霧
島
神
宮
か
ら
阿
蘇
地
方
に
か
け
て
も
ま
た、

そ
の
歴
史
的
背
景
か
ら
多
く
の
古
社
が
あ
り、

メ
ア
サ
の
勢
力
範
囲
を
知
る
上
で

重
要
で
あ
る。

例
え
ば、

熊
本
県
産
山
村
の
平
川
神
社
の
ス
ギ
四
個
体
は
推
定
樹

齢
六
0
0
年
と
さ
れ、

著
者
ら
の
分
析
で
は
メ
ア
サ
以
外
の
何
ら
か
の
品
種
が
さ

し
木
で
植
栽
さ
れ
て
い
た。

阿
蘇
神
社
や
国
造
神
社
に
は
未
分
析
の
ス
ギ
巨
木
が

複
数
存
在
し
て
お
り、

そ
の
由
来
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
性
が
あ
る。

霧
島
神
宮
や
市
房
山
神
宮
に
お
け
る
メ
ア
サ
植
栽
の
事
例
か
ら
も
山
岳
修
験
が

こ
れ
ら
の
植
栽
に
関
与
し
た
可
能
性
は
無
視
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
一

方
で、

何
ら
か
の
謂
れ
に
基
づ
い
て
メ
ア
サ
が
選
択
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
も
の
の、

メ
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ア
サ
が
選
択
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

ス
ギ
の
語
源
は
「
直（
す
ぐ）
な
木」

と
も
さ
れ、

斧
な
ど
で
も
材
を
切
り
出
す
こ
と
が
容
易
で
あ
る
こ
と
や
素
箋
嗚
尊

に
関
す
る
記
述
で
は、

樟
と
と
も
に
船
に
利
用
さ
れ
る
木
材
と
し
て
古
事
記
に
も

(
29)
 

見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら、

木
材
と
し
て
の
有
用
性
は、

古
来
よ
り
知
ら
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し、

九
州
の
古
社
に
ス
ギ
が
さ
し
木
で
植
栽
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら、

有
用
性
以
外
の
何
ら
か
の
信
仰
や
宗
教
的
意
図
が
存
在
し
た

と
推
測
さ
れ
る
。

高
千
穂
神
社
の
夜
神
楽
に
は、

昇
神
に
杉
が
使
わ
れ
る
と
の
話

（
杉
登）
も
あ
り、

こ
の
説
話
が
古
来
の
九
州
南
部
を
中
心
に
流
布
し
て
い
た
と
す

れ
ば、

宗
教
的
意
図
の
条
件
に
十
分
な
り
う
る
。

こ
の
説
話
に
つ
い
て
は、

高
千

(
30)

（
31)
 

穂
町
H
P
や
一

部
論
文
に
記
述
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
一

方
で、

原
典
も
含
め、

ス
ギ
と
神
の
関
係
に
つ
い
て
の
解
釈
の
理
解
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

メ
ア
サ
の
母

体
が
九
州
の
聖
域
と
な
る
山
中
に
聾
え
立
っ
た
姿
を
見
た
修
験
者
が
そ
の
分
身
と

し
て
九
州
各
地
に
植
栽
し
た
と
し
て
も、

何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。

神
宮
・

神
社

を
中
心
に
メ
ア
サ
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
も、

南
九
州
を
中
心
と
し
た
独

自
の
宗
教
観
が
存
在
し
て
お
り、

そ
の
中
心
の
―

つ
に
メ
ア
サ
が
位
置
付
け
ら
れ

て
い
た
と
考
え
る
の
は
憶
測
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
？
九
州
南
部
に
お
け
る

ス
ギ
と
神
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
一

層
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

八、

英
彦
山
神
宮
と
ホ
ン
ス
ギ

宮
島(
-

九
八
九）
は、

古
い
時
期
に
成
立
し
た
九
州
ス
ギ
在
来
品
種
の
う
ち、

ホ
ン
ス
ギ
の
起
源
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
場
所
に
言
及
し
た
。
―

つ
は
大
分
県
日

田
地
方
で
あ
る
。

日
田
地
方
は
日
田
林
業
を
擁
し、

多
数
の
在
来
品
種
が
生
ま
れ

一

七
0
0

た
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

佐
賀
県
背
振
山
一

帯
の
神
崎
郡
か
ら
鳥
栖
地
方

も
ホ
ン
ス
ギ
の
古
木
が
多
く、

起
源
の
一

っ
と
推
定
さ
れ
て
お
り、

英
彦
山
も
そ

の
起
源
が
疑
わ
れ
る
地
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ、

英
彦
山
か
ら
脊
振
山
系
周
辺

が
ホ
ン
ス
ギ
の
起
源
地
と
推
定
さ
れ
て
お
り、

先
の
メ
ア
サ
が
九
州
中
南
部
を
占

ギ
は、

め
た
の
に
対
し、

九
州
北
部
は
ホ
ン
ス
ギ
を
主
力
と
し
て
植
林
さ
れ
た
。

ホ
ン
ス

(
32)
 

い
わ
ゆ
る
ウ
ラ
ス
ギ
型
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

ウ
ラ
ス
ギ
と
は
主
に
日
本
海

側
に
分
布
す
る
ス
ギ
を
指
す。

宮
島(
-

九
八
九）
は、

ホ
ン
ス
ギ
が
ウ
ラ
ス
ギ
型

を
示
す
こ
と
か
ら、

前
述
の
起
源
地
と
し
て
推
定
さ
れ
る
周
辺
に
遺
存
し
た
天
然

性
ス
ギ
由
来
で
あ
る
可
能
性
と
英
彦
山
が
修
験
の
雄
で
あ
る
こ
と
か
ら、

修
験
者

が
お
そ
ら
く
本
州
の
ウ
ラ
ス
ギ
系
個
体
か
ら
も
た
ら
し
た
も
の
と
す
る
二
説
を
提

示
し
た
。

英
彦
山
周
辺
に
お
け
る
ス
ギ
古
木
群
は
三
ヶ
所
存
在
し
て
お
り（
図
5)
、

―

つ
は
下
宮
お
よ
び
上
宮
に
向
か
う
英
彦
山
参
道
（
登
山
道）
沿
い
で
あ
り、

二
つ

目
は
鎌
倉
時
代
以
降、

英
彦
山
に
入
山
す
る
修
験
者
が
行
者
堂
付
近
に
献
木
し
た

と
伝
え
ら
れ
る
行
者
杉、

も
う
―

つ
は
鬼
ス
ギ
周
辺
の
ス
ギ
個
体
群
で
あ
る
。

こ

れ
ら
三
ヶ
所
が
本
格
的
に
D
N
A
分
析
に
供
試
さ
れ
た
こ
と
は
な
く、

我
々
の
取

り
組
み
が
初
め
て
と
な
る
。

英
彦
山
下
宮
お
よ
び
上
宮
ま
で
の
参
道
沿
い
に
は、

お
お
よ
そ
五
0
個
体
程
度

の
ス
ギ
が
点
在
し
て
お
り、

そ
の
胸
高
直
径
は
七
四
＼
一

七
九
Cm

で
あ
っ
た
。

胸

高
直
径
は
市
房
山
ス
ギ
よ
り
も
全
体
と
し
て
一

回
り
小
さ
く、
一

六
七
一

年
の
豊
(
33)
 

前
坊
の
火
災
後、

山
奉
行
が
ス
ギ
千
本
を
指
し
た、

と
の
記
録
も
あ
る
こ
と
か
ら、

こ
れ
が
現
在
の
下
宮
ま
た
は
山
道
沿
い
の
ス
ギ
の
生
き
残
り
で
あ
り、

年
ご
ろ
の
植
栽
と
す
れ
ば、

こ
れ
ら
の
ス
ギ
の
樹
齢
は
お
お
よ
そ
三
0
0
年
生
と
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行者杉

9
‘ 

ピニ」

図5 英彦山周辺スギ古木群の詳細図

い
う
こ
と
で
胸
高
直
径
か
ら
も
妥
当
な
樹
齢
と
い
え
る
。

こ
の
参
道
沿
い
の
ス
ギ

に
も
ま
た、

D
N
A
分
析
か
ら
さ
し
木
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め、

英
彦
山
神
宮
は
さ
し
木
由
来
苗
木
も
利
用
し
て
参
道
を
整
備
し
て
い
た
こ
と
に
な

る。

し
か
し、

市
房
山
ス
ギ
と
は
異
な
り、

特
定
の
品
種
が
利
用
さ
れ
た
の
で
は

な
く、

さ
し
木
に
利
用
さ
れ
た
母
体
は
多
様
で
あ
り、

該
当
す
る
在
来
品
種
も
見

当
た
ら
な
か
っ
た
。

知
足
（
二
0
二
ニ
）
は、

山
頂
付
近
に
は
一

三
0
0
年
前
に
ス

ギ
が
あ
っ
た
可
能
性
を
示
し
て
お
り、

こ
れ
ら
の
ス
ギ
の
生
き
残
り
が
現
在
の
下

宮
か
ら
山
道
沿
い
の
ス
ギ
の
起
源
と
な
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

行
者
杉
は
英
彦
山
神
宮
か
ら
直
線
距
離
で
八
km
ほ
ど
離
れ
た
場
所
に
あ
る
。

こ

の
地
に
は
森
の
巨
人
百
選
に
も
選
ば
れ、

推
定
樹
齢
が
六
0
0
年、

胸
高
直
径
が

二
五
o
em

の
大
王
杉
を
は
じ
め
と
し
て
霊
験
杉
・

境
目
杉
な
ど、

胸
高
直
径
が
二

m
を
超
え
る
巨
木
が
六
個
体、
一

五
〇
＼
二
o

o
cm

で
は
三
九
個
体
が
現
在、

比

較
的
狭
い
範
囲
に
分
布
す
る
。

行
者
杉
は
鎌
倉
時
代、

英
彦
山
に
入
山
す
る
際
に

修
験
者
が
行
者
堂
周
辺
に
献
木
し
た
も
の
が
起
源
と
さ
れ、

龍
造
寺
氏
の
英
彦
山

攻
略
の
際
に
行
者
杉
林
内
に
兵
を
と
ど
め
た
こ
と
に
関
す
る
記
録
が
あ
る
こ
と
や

(

34
)
 

江
戸
時
代
に
行
者
杉
の
伐
採
に
関
す
る
法
令
が
あ
る
こ
と
か
ら、

現
在
確
認
で
き

る
最
も
古
い
人
工
林
の
―

つ
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る。

井
上
•

関
屋
（
一

九
五
六）
が
調
査
し
た
一

九
五
0
年
代
当
時
の
行
者
杉
の
個
体
数
は
五
五
四
個
体

と
し
た
が、

平
成
三
年
の
台
風
で
相
当
数
の
個
体
が
倒
木
し、

現
在
の
個
体
数
は

三
0
0
程
度
と
考
え
ら
れ
て
い
恥
。

し
か
し、

こ
の
地
は
昭
和
に
新
た
に
植
林
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
ス
ギ
小
径
木
も
多
く、

大
径
木
を
除
け
ば
修
験
者
が
植
栽
し

た
個
体
と
そ
れ
以
外
を
見
分
け
る
こ
と
は
現
在
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

行
者
杉
に
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つ
い
て
は
確
実
に
過
去
に
植
栽
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る、

胸
高
直
径
が
一

O
O
cm

以
上
を
対
象
に
D
N
A
分
析
を
行
い
、

二
つ
の
異
な
る
D
N
A
型
に
分
類
さ
れ
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

分
布
の
拡
大
・

縮
小
の
過
程
で
D
N
A
型
が
異
な
る

こ
と
は
生
じ
る
も
の
の、

こ
れ
ほ
ど
狭
い
地
域
に
生
じ
る
場
合
に
は
地
理
的
分
断

等
特
殊
な
状
況
を
考
慮
す
る
必
要
性
が
あ
り、

む
し
ろ
I
waiz
u
mi

ら
（
二
0
1

八）
で
述
べ
た
よ
う
に、

産
地
ま
た
は
由
来
が
異
な
る
苗
木
が
そ
れ
ぞ
れ
植
栽
さ

れ
た
結
果
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

明
ら
か
と
な
っ
た
D
N
A
型
の
一

っ
は

英
彦
山
神
宮
と
の
関
係
性
が
示
唆
さ
れ、

も
う
―

つ
の
D
N
A
型
は
本
州
の
ス
ギ

と
の
関
係
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

大
径
木
を
中
心
に
お
お
よ
そ
三
0
個
体
分
析
し
た

中
に、

同
一

ク
ロ
ー
ン
、

す
な
わ
ち
同
じ
個
体
由
来
の
さ
し
木
は
行
者
杉
内
に
は

見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め、

修
験
者
が
こ
の
地
に
さ
し
木
し
た
と
す
れ
ば、

英
彦
山
参
道
同
様
に
母
体
は
特
定
の
個
体
で
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

た
だ
し、

英
彦
山
参
道
沿
い
の
ス
ギ
と
同
じ
D
N
A
型
を
示
す
個
体
は
存
在
し
た
こ
と
か
ら、

行
者
杉
と
英
彦
山
神
宮
間
に
は
密
接
な
関
係
が
窺
え
る
。

行
者
杉
は
も
と
も
と
同

地
に
ス
ギ
が
存
在
し
た
も
の
の、

英
彦
山
山
頂
か
ら
ス
ギ
の
穂
を
採
取
し、

行
者

杉
内
に
献
木
し
た
と
す
れ
ば、

行
者
杉
に
異
な
る
二
つ
の
D
N
A
型
が
存
在
す
る

理
由
を
説
明
で
き
る
。

行
者
杉
と
英
彦
山
と
の
関
係
性
は
聖
域
内
で
の
植
林
す
る

際
に、

同
じ
聖
域
内
の
樹
木
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
直
接
の
証
拠
と
も
言
え

る
。

英
彦
山
南
岳
登
山
道
沿
い
の
鬼
ス
ギ
周
辺
に
は、

参
道
を
中
心
と
し
て
陰
路
に

1

0
0
＼
二
0
0
個
体
の
ス
ギ
が
広
が
っ
て
お
り、

鬼
ス
ギ
を
除
け
ば
胸
高
直
径

が
一

O
O
cm
前
後
で
あ
る
。

鬼
ス
ギ
の
胸
高
直
径
は
三
ニ
―

cm
で
あ
り、

推
定
樹

齢
は
―

二
0
0
年
と
も
言
わ
れ、

阿
弥
陀
ス
ギ
と
並
ん
で
九
州
の
中
で
最
も
古
い

ス
ギ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
鬼
ス
ギ
個
体
群
の
D
N
A
分
析
結
果
は
今
回
実

施
し
た
九
州
ス
ギ
の
中
で
も
特
異
で
あ
っ
た
。

D
N
A
型
は
英
彦
山
の
参
道
沿
い

や
行
者
杉
と
の
関
連
性
は
認
め
ら
れ
ず、

鬼
ス
ギ
個
体
群
は
独
自
の
D
N
A
型
を

示
し
た
。

さ
ら
に
鬼
ス
ギ
周
辺
の
ス
ギ
個
体
群
は
D
N
A
分
析
の
結
果
か
ら
同
じ

祖
先
個
体
群
を
由
来
と
す
る
実
生
個
体
群
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
結
果
が
得
ら

れ
た
。

分
析
し
た
個
体
群
の
中
に
一

個
体
の
み
メ
ア
サ
が
存
在
し
た
も
の
の、

市

房
山
ス
ギ
な
ど
と
異
な
り、

宗
教
的
意
図
を
伺
わ
せ
る
こ
と
は
な
く、

他
個
体
に

紛
れ
て
こ
の
個
体
は
存
在
し
た
。

得
ら
れ
た
結
果
に
対
し
て
考
え
ら
れ
る
仮
説
と

し
て、
一

っ
は
こ
の
周
辺
の
ス
ギ
か
ら
種
子
を
採
取
し、

種
子
由
来
の
苗
木
を
育

成
後
植
栽
し
た、

い
わ
ゆ
る
山
取
り
が
同
地
で
行
わ
れ
た
と
す
る
仮
説
で
あ
る
。

も
う
―

つ
は
こ
の
個
体
群
は
自
然
に
成
立
し、

現
在
ま
で
維
持
さ
れ
た
個
体
群
の

場
合
で
あ
る
。

鬼
ス
ギ
由
来
の
種
子
で
こ
の
個
体
群
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
る
こ

と
も
で
き
る
が、

結
果
を
見
る
限
り
そ
の
可
能
性
は
低
く、

現
時
点
で
あ
る
特
定

の
親
由
来
で
は
な
く
個
体
の
親
は
ラ
ン
ダ
ム
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
た
。

鬼
ス
ギ
の

(

36
)
 

伝
説
か
ら
人
為
に
よ
る
植
栽
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が、

鬼
ス
ギ
は
あ
る

特
定
の
人
物
が
さ
し
木
し
た
の
で
は
な
く、

鬼
ス
ギ
の
由
来
を
「
鬼」

が
挿
し
た

も
の
と
し
て
お
り、

こ
の
地
に
こ
の
巨
木
が
存
在
す
る
こ
と
に
対
し
て
「
鬼」

を

持
ち
出
す
以
外
に
説
明
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
回、

鬼
ス
ギ
個

体
群
に
つ
い
て
は、

お
そ
ら
く
同
じ
祖
先
群
由
来
で
あ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

鬼
ス
ギ
を
母
体
と
す
る
さ
し
木
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

鬼
ス
ギ
周
辺
の
ス
ギ
個

体
群
に
は、

長
野
(
-

九
九
二
）
が
唱
え
た
聖
域
に
お
け
る
自
然
護
持
に
対
す
る
明
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林
業
関
係
者
の
間
で、

長
年
謎
と
さ
れ
て
き
た
九
州
ス
ギ
の
起
源
の
解
明
を
試

み
る
中
で、

霧
島
神
宮
や
英
彦
山
神
宮
そ
れ
ぞ
れ
の
古
木
の
分
析
を
避
け
て
通
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た。

分
析
し
た
結
果、

両
神
宮
で
は
植
栽
さ
れ
る
苗
木
の
選

択
に
対
す
る
思
想
に
大
き
な
相
違
が
認
め
ら
れ
た。

九
州
の
地
で
ス
ギ
が
植
栽
さ

(
37)
 

れ
る
意
味
は、

天
と
地
を
つ
な
ぐ
神
の
通
り
道
で
あ
っ
た
の
か、

そ
れ
と
も
永
久

(
38)
 

不
変
の
象
徴、

霊
の
依
代
で
あ
っ
た
の
か、

樹
木
の
ゲ
ノ
ム
や
遺
伝
な
ど
を
専
門

お
わ
り
に

確
な
意
志
が
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る。

同
地
は
ス
ギ
の
伐
採
が
規
制
さ

れ、

植
林
さ
れ
た
と
し
て
も
そ
の
場
合
に
は、

同
地
由
来
の
苗
が
利
用
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り、

こ
の
地
に
伝
わ
る
ス
ギ
の
血
統
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
選
択
さ
れ
た

可
能
性
で
あ
る。

長
き
に
わ
た
り、

九
州
ス
ギ
人
為
植
栽
説
が
九
州
ス
ギ
の
起
源
の
考
察
に
影
響
し

た
も
の
の、

科
学
的
見
地
か
ら
九
州
ス
ギ
遺
存
説
を
無
視
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
で、

鬼
ス
ギ
の
由
来
を
本
州
に
求
め
る
必
然
性
は
薄
れ
た。

た
だ
し、

鬼
ス
ギ
個
体
群
が

鬼
の
目
山
の
ス
ギ
以
外
の
九
州
に
お
け
る
天
然
性
ス
ギ
由
来
で
あ
る
可
能
性
を
証
明

す
る
た
め
に
は
我
々
が
行
な
っ
た
分
析
で
は
な
く、

さ
ら
に
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る

最
新
の
D
N
A
分
析
手
法
を
利
用
す
る
こ
と、

天
然
林
が
残
る
北
陸
か
ら
山
陰
ま

で
の
地
域
や
四
国
魚
梁
瀬
な
ど
の
本
州
の
天
然
林
や
ス
ギ
古
木
も
含
め
て
再
分
析

し、

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
注
意
深
く
解
析
す
る
必
要
が
あ
り、

拙
速
を
謹
ん
で
示

唆
を
得
る
必
要
性
が
あ
る。

再
分
析
・

解
析
の
必
要
性
に
つ
い
て
は、

塚
田
（
一

九
八
0)
の
人
為
植
栽
説
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
行
者
杉
も
同
様
で
あ
る。

謝
辞

と
し、

修
験
や
歴
史
的
事
象
に
つ
い
て
は
全
く
の
門
外
漢
で
あ
る
著
者
に
は
明
確

な
答
え
を
導
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
も
の
の、

ス
ギ
を
宗
教
的
な
―
つ
の
象
徴
と

し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る。

さ
ら
に、

市
房
山
神
宮

の
事
例
は、

ス
ギ
植
栽
に
対
す
る
山
岳
修
験
の
影
響
を
示
唆
し
て
い
る。

さ
し
木

に
よ
る
苗
木
生
産
は、

現
代
で
も
決
し
て
容
易
な
生
産
技
術
で
は
な
く、

九
州
地

域
で
さ
し
木
が
過
去
か
ら
こ
れ
ほ
ど
広
ま
っ
て
い
る
事
実
は、

宗
教
的
な
支
柱
な

し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る。

九
州
に
お
け
る
ス
ギ
植
栽
の
意
味
は、

他

地
方
と
は
大
き
く
異
な
る
可
能
性
も
あ
り、

謹
ん
で、

専
門
家
の
助
力
を
請
い、

著
者
の
不
明
が
明
確
に
な
る
こ
と
を
切
望
す
る。

蛇
足
で
は
あ
る
が、

九
州
の
ス

ギ
が
何
ら
か
の
歴
史
的
・

文
化
的
背
景
を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た。

古
社

な
ど
で
ス
ギ
を
植
栽
す
る
場
合
に
は、

修
験
に
お
け
る
自
然
護
持
の
思
想
が
尊
重

さ
れ、

そ
こ
に
植
栽
さ
れ
た
ス
ギ
の
由
来
を
意
識
し、

く
れ
ぐ
れ
も
そ
の
地
の
歴

史
や
文
化
的
背
景
を
破
壊
す
る
よ
う
な
苗
木
の
選
択
に
よ
る
植
栽
が
行
わ
れ
な
い

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る。

本
研
究
は、

田
村
美
帆
博
士
お
よ
び
弓
削
直
樹
氏
と
の
共
同
研
究
で
あ
り、

本

稿
は
著
者
が
代
表
し
て
研
究
成
果
を
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る。

お
二
人
に
感
謝
申

し
上
げ
る。

九
州
大
学
芸
術
工
学
院
知
足
美
加
子
教
授
に
は、

英
彦
山
お
よ
び
英

彦
山
神
宮
に
お
け
る
多
く
の
教
示
を
い
た
だ
く
ば
か
り
で
な
く、

本
稿
に
対
し
精

読
い
た
だ
い
た。

深
謝
申
し
上
げ
る。

本
研
究
を
行
う
に
あ
た
り、

霧
島
神
宮
・

英
彦
山
神
宮
・

長
崎
県
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
•

福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場
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四
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前
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六
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i
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九
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四
六
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15
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(
14)

松
村
安

「
ス
ギ
の
さ
し
木
林
業
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
考
察
|

ス
ギ
の

修
会 、
一

九
三
0)
：

七
ー

三
〇

木」

に
つ
い
て
も
特
定
の
個
体
の
天
然
記
念
物
指
定
は
な
い

。

(
13)
 

熊
本
営
林
局
研

一

九
九
三）

国
指
定
天
然
記
念
物
ス
ギ
の
表
記
は 、

国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー

ス

(
12)
 

主
要
部
門
別 、

樹
種
別
素
材
生
産
量

二 、
一

九
九
八）
（
一

ご

五
六
ー

六
七

11 
(
10)
 

一

九
八
九

長
野
覚
「
日
本
人
の
山
岳
信
仰
に
基
づ
く
聖
域
観
に
よ
る
自
然
護
持」

そ
の

三」
（
『
駒
澤
大
學
文
學
部
研
究
紀
要』

五
0 、
一

九
九
二）
―

|
七
0 、

「
政
府
統
計
の
総
合
窓
口
(
e-

Stat)
」 、

調
査
項
目
を
調
べ
る
ー

木
材
統
計
調

査
「
令
和
4
年
木
材
需
給
報
告
書」

都
道
府
県
別 、

月
別
統
計
―

|＇
ニ
ー

ニ

の
表
記
に
従
っ
た 。

な
お 、

屋
久
島
は
「
屋
久
島
ス
ギ
原
始
林」

と
し
て
個
体

単
位
で
の
天
然
記
念
物
指
定
は
さ
れ
て
い
な
い

。

同
じ
く 、

「
狭
野
の
ス
ギ
並

す
べ
て
の
地
図
は
地
理
院
地
図
（
電
子
国
土

We
b)
(
U
R
L:
 h
ttps
:/
＼

ma
ps .
 

gsi .
go .j
p
\）
を
利
用
し
た 。

著
者
ら
は
調
査
地
で
個
体
ご
と
に
G
P
S
デ
ー
タ
を

取
得
し 、

そ
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
個
体
の
位
置
を
地
図
上
に
示
し
て
い
る 。

Ki
m
u
ra

 M
K
ら

（
二
0
一
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E
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 cr
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he
rn

 re
fu
gia

 in
 

t
he
 
last
 gla
cial

 perio
d
 
i
n
 Cr
y
pto
m
eria
 
ja
p
onica

 
An
nals

 of
 Bot
an
y

 1

I
waizu
mi

 M
G
ら
（

二
0
一

八）
Historical
see
d
 use

苔
d
t
ra
nsfer
饂fe
cts
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一

九
八
0)
五
三
八
ー

五
四
六

(

9
)
 

塚
田
松
雄
「
杉
の
歴
史
〗

過
去
一

万
五
千
年
間」
（
『
科
学』

五
0

岩
波
書

註
資
源
活
用
研
究
セ
ン
タ
ー
・

熊
本
県
南
小
国
町
役
場
・

同
小
国
町
役
場
・

同
産
山

村
役
場
・

宮
崎
県
椎
葉
村
役
場
・

大
分
県
由
布
市
役
所
各
教
育
委
員
会 、

熊
本
南

部
森
林
管
理
署
•

宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
に
は 、

各
地
の
調
査
許
可
お
よ
び
試
料

採
取
に
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た

。

こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ
る

。

(

8
 

(

7
 

geo
g
ra
p
hic
 s
peci
ficit
y

 in
 gen
etic
 di
versit
y

 a
n
d
 st
ru
cture
 of
 ol
d
 

pla
nte
d
 

Ma
n
a
ge
m
ent
四
0
八

ニ
―
―
一

ー
ニ
―

九

小
田
隆
則
『
海
岸
林
を
つ
く
っ
た
人
々

二
0
0
三

農
林
省
山
林
局
編
『
防
風
林』

農
林
省
山
林
局 、

宮
島
寛
『
九
州
の
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ』

九
州
大
学
出
版
会 、

飛
田
範
夫
「
奈
良
時
代
ま
で
の
庭
園
植
栽」
（
『
ラ
ン
ド

ス
ケ
ー
プ
研
究』

六

河
原
武
敏
「
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
庭
園
植
栽
の
維
持
管
理
に
関
す
る
研

究」
（
『
造
園
雑
誌』

五
七
巻
五
号

一

三
ー一

八

杜
団
法
人
日
本
造
園
学
会 、

佐
藤
敬
二
「
本
邦
杉
挿
木
沿
革
の
大
要」
（
『
研
修』

九
九

さ
し
木
林
業
の
研
究
第
3
報
ー」

（
『
歴
史
地
理
学
紀
要』

八

河
野
耕
三
「
鬼
の
目
山
の
天
然
ス
ギ
自
生
地
群
落
に
対
す
る
緊
急
報
告
書」

（
『
宮
崎
値
物
研
究
会
会
誌』

一

九
八
五））
．

三
一

ー
三
八

歴
史
地
理
学
会

pi
m
月
S

th
ミi
be
桑gii

白
砂
青
松
の
誕
生』

北
斗
出
版 、

po
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一

九
三
五

Ecolo
gy

 
a
n
d
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椎
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:/
＼
w
w
w.
vill.s
hii
ba.
mi
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p
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\
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m
ura.
 

(
38)
 

佐
藤
敬
ニ
・

宮
島
寛
『
日
田
の
林
業』
(
-

九
五
五）
大
日
本
山
林
会

長
野
覚
『
英
彦
山
修
験
道
の
歴
史
地
理
学
的
研
究』

名
著
出
版、

（
わ
た
な
べ
•

あ
っ
し

九
州
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院）

一

九
八
七

(
24)
 

(
37)
 
前
註(
30)

が、

こ
こ
で
は
各
出
典
の
記
述
に
従
っ
た。

(
36)

前
註(
33)

が
認
め
ら
れ
る。

梅
野
神
社
が
宮
園
津
江
神
社
の
前
身
を
指
す
可
能
性
も
あ
る

ヘ

35 

五
六）
ふ3
|
66

梅
野
神
社
と
名
称
が
つ
け
ら
れ
た
神
社
は
現
在
の
日
田
地
域
に
存
在
し
な
い

よ
う
で
あ
る。

大
分
県
H
P
の
宮
園
津
江
神
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h
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w
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井
上
由
扶
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関
屋
雄
偉
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大
材
生
産
林
分
の
研
究
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第
1
報
行
者
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美
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二
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一
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ニ
六

(
22)
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龍
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「
R
A
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マ
ー
カ
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に
よ
る
ス
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さ
し
木
品
種
メ
ア
サ
の
ク
ロ
ー

ン
分
析」
（
『
日
本
林
学
会
誌』

八
五
巻
二
号

田
村
省
三
「
霧
島
神
宮
と
島
津
氏」
（
『
霧
島
神
宮
誌』

霧
島
神
宮、

二
0
-

茶
の
水
女
子
大
学、

二
0
0
1

知
足
美
加
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「
英
彦
山
修
験
道
に
お
け
る
自
然
信
仰
と
森
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文
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再
興
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た

め
の
鬼
杉
落
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杉
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不
動
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王
像
制
作」
（
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研
究
報
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書』

知
足
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（
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九
州
大
学
演
習
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報』
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前
註(
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学
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四
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